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表紙版画　松本靜夫《ヴェネツィア幻想》

ふくやま美術館において、「観じる民藝」展が開催されるに際し、
福山ゆかりの建築家たちによる住宅建築を主体とする「暮らしの
美・福山ゆかりの現代建築家展」を開催するものです。
福山は武田五一、藤井厚二を生み出した地であり、現代において
も優れた多くの建築家たちを輩出しています。ここに現在活発に
活躍する福山ゆかりの建築家たちを集め、一堂のもとに展示し、
もって地域の現代建築の状況を示そうというものです。これにより、
福山が暮らしの美を彩る建築の分野においても優れた才能たち
が多く活躍している土地であることが確認されると思われます。

10月26日 (土)
建築学講演会 & ギャラリートーク

14:00～15:30　建築学講演会　2階講義室　定員　100名（予約不要）　聴講無料　

講師：松本靜夫  (元福山大学工学部教授)

演題：「夢想・想像(創造)・理想」

[ 講演内容 ]

15:40～17:00　建築家たちのギャラリートーク　1階ギャラリー　
出演：出品建築家たち

工学博士/専門　建築歴史意匠・建築論　ルネサンス建築・都市理論
1948山口県生まれ/1971京都大学工学部建築学科卒業/
1973京都大学大学院修士課程修了/1977ヴェネチア建築大学留学/
1978京都大学大学院工学研究科博士課程単位修得退学/ 福山大学工学部講師
1996福山大学工学部教授
2013福山大学退職

ルネサンスの建築家フランチェスコ・ディ・ジョルジョ・マルティー二の建築・都市理論と
フランチェスコ・コロンナの著書”ポリフィーロの愛の夢“を中心に芸術家やパトロンが
どのようなことを理想と考え、夢想し、想像し、創造しようとしていたかということ、および
それらが近代、現代に及ぼした影響について考える。
マルティーニの著書は人間の身体と都市・建築との関連性を考察したものであり、コロ
ンナの物語は、主人公のポリフィーロが眠りに落ち、夢の中で恋人のポーリアを探し求
める過程でさまざまな古代の人物や遺物に出会い、それらを当時の文化的芸術的環境
の中で描写したものであり、物語られた建築理論ともいえるものである。

主催：近代建築福山研究会   (公社)日本建築家協会中国支部広島地域会
　　    (公財)ふくやま芸術文化振興財団   ふくやま美術館
後援：(一社)日本建築学会中国支部   (公社)広島県建築士会  中国新聞備後本社

2013年10月22日(火)～27日(日)
10:00～19:00(最終日は16:00閉館)/会期中無休　観覧無料

ふくやま美術館ギャラリー 関連催事「観じる民藝・尾久彰三コレクション」

暮らしの美





石田敏明
今川忠男
今川憲英
岡河　貢
河口佳介
後藤亜貴
杉原一正
瀧　光夫
長岡正芳
濱田昌範
藤本寿徳
前田圭介
宮地　功
(50音順)

至岡山

人権平和資料館
ふくやま文学館

県立歴史
博物館

ふくやま書道美術館

福山城
博物館

福寿会館

市営駐車場

ニューキャッスルホテル

至広島

ＹＭＣＡ

ＪＲ福山駅

ふくやま美術館ふくやま美術館

表紙版画　松本靜夫《ヴェネツィア幻想》

ふくやま美術館において、「観じる民藝」展が開催されるに際し、
福山ゆかりの建築家たちによる住宅建築を主体とする「暮らしの
美・福山ゆかりの現代建築家展」を開催するものです。
福山は武田五一、藤井厚二を生み出した地であり、現代において
も優れた多くの建築家たちを輩出しています。ここに現在活発に
活躍する福山ゆかりの建築家たちを集め、一堂のもとに展示し、
もって地域の現代建築の状況を示そうというものです。これにより、
福山が暮らしの美を彩る建築の分野においても優れた才能たち
が多く活躍している土地であることが確認されると思われます。

10月26日 (土)
建築学講演会 & ギャラリートーク

14:00～15:30　建築学講演会　2階講義室　定員　100名（予約不要）　聴講無料　

講師：松本靜夫  (元福山大学工学部教授)

演題：「夢想・想像(創造)・理想」

[ 講演内容 ]

15:40～17:00　建築家たちのギャラリートーク　1階ギャラリー　
出演：出品建築家たち

工学博士/専門　建築歴史意匠・建築論　ルネサンス建築・都市理論
1948山口県生まれ/1971京都大学工学部建築学科卒業/
1973京都大学大学院修士課程修了/1977ヴェネチア建築大学留学/
1978京都大学大学院工学研究科博士課程単位修得退学/ 福山大学工学部講師
1996福山大学工学部教授
2013福山大学退職

ルネサンスの建築家フランチェスコ・ディ・ジョルジョ・マルティー二の建築・都市理論と
フランチェスコ・コロンナの著書”ポリフィーロの愛の夢“を中心に芸術家やパトロンが
どのようなことを理想と考え、夢想し、想像し、創造しようとしていたかということ、および
それらが近代、現代に及ぼした影響について考える。
マルティーニの著書は人間の身体と都市・建築との関連性を考察したものであり、コロ
ンナの物語は、主人公のポリフィーロが眠りに落ち、夢の中で恋人のポーリアを探し求
める過程でさまざまな古代の人物や遺物に出会い、それらを当時の文化的芸術的環境
の中で描写したものであり、物語られた建築理論ともいえるものである。

主催：近代建築福山研究会   (公社)日本建築家協会中国支部広島地域会
　　    (公財)ふくやま芸術文化振興財団   ふくやま美術館
後援：(一社)日本建築学会中国支部   (公社)広島県建築士会  中国新聞備後本社

2013年10月22日(火)～27日(日)
10:00～19:00(最終日は16:00閉館)/会期中無休　観覧無料

ふくやま美術館ギャラリー 関連催事「観じる民藝・尾久彰三コレクション」

暮らしの美


